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①令和６年度人事構想、②教職員人事に関する意見書について
校長：就学時健康診断での来校130名を超えた。入学は120名程度が見込まれる。
会長：学校運営協議会から、高学年の担任経験者等を要望している。
　　　　管理職人事については、管理職退席後話し合う。
③教職員アンケートの結果について
調査部会：今回のアンケートは意見を聞くとともに、教員間での情報共有することもねらいとして
いる。
　　　　　　　アンケート結果では教員はイベントに対する負担感をもっているか。
委員：そのイベントとは何か。支援本部が進めているイベントは教員からの依頼による。
会長：イベントが何か明らかにしておく必要があった。イベントへのイメージがバラバラだったか。
　　　　イベントの趣旨について理解を進めるのも必要。
委員：地域運営学校本来の意義の理解はできているか。
　　　　区配布コミュニティスクールに紹介されている。
校長：支援本部のサポートが絶対に必要と教員は思っている。
　　　　働き方改革を名目に、不要論が出ているのではないか。必要なものは必要。
会長：学校の経営方針として、どのような子供たちを育てたいか。
　　　　特色として育てていくことを考えていくとよい。
　　　　面倒ではなく、前向きに取り組むことができるようにしていくことが大切。
　　　　コロナ禍を終え、いろんなものが戻ってきていることへの負担感もあるようだ。
　　　　アンケート結果を職員にも周知を。
④保護者アンケートについて
調査部会：今年度も継続してよいのでは。経年変化等確認することができる。
委員：委員全体で今回のコンセプトを明確にするとよいのでは。
会長：次回の学校運営協議会で意見を出し合いコンセプト、質問項目を議論する。
委員：区実施の教育調査と重ならないように。
会長：区の教育調査項目を共有➡メールにて確認を。
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【協議事項】

①令和６年度人事構想
②教職員人事に関する意見書について
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【報告事項】

会長挨拶…10月中旬ようやく秋らしくなり、これからビオトープの稲の収穫など進められるとのこ
と。
　　　　　　　秋の行事も進んでいる中で、弓ヶ浜は今後なくなるとのことです。
①教育活動の様子、学力調査の結果について
②各部からの報告
地域部会：商店会のお祭りが29日開催。以前のように今後また学校も一緒に活動ができれば。
　　　　　　　稲荷神社のお祭り開催。大人神輿がでてにぎやかに終わった。
広報部会：広報誌を3月に配布。　保護者アンケートについて今後提案。
校長：杉並区で給食費無償化が始まった。個人情報（指導要録）の紛失が区内であった。本校は
問題ない。管理について職員には指導している。弓ヶ浜移動教室は今年度で最後。来年度から
は蓼科（白樺湖）に行く計画。５年生の富士移動教室も今年度から宿泊地変更➡山中湖湖畔の
宿舎になった。３日間天気にも恵まれた。５年、６年ともに活動を頑張っていた。
tetoruについて：緊急連絡・欠席連絡、および添付の送信が可能に。
【協議事項】
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【報告事項】

会長挨拶
①教育活動の様子、学力調査の結果について
②各部からの報告

船尾会長、入倉委員（校長）、鈴木委員、井上委員、関森委員、
出席者（委員）

瀧口委員、谷川委員、十亀委員、藤重委員

学校運営協議会会議録

杉並区立永福小学校

坂田　則章

開催日時

開催場所　

令和５年10月26日（木）　16時30分～

永福小学校　図書室

様式２



【その他】学校支援本部より活動報告
・2年生：町たんけん、手話教室　・5年生：着付け教室実施　　・3年生：弟子入り体験
・6年生：お仕事博覧会　　　 ・全学年対象：お月見の会
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